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平成28年度たつの市地域公共交通会議委員名簿
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市民団体代表

市民団体代表

市民代表

市民代表

市民代表

市民代表

交通事業者職員

交通邪業者職員

交通事業者職員

公釜社団法人兵服県バス協会の揃
名する者

交通事案者職員兼一般社団法人兵
庫県タクシー協会の指名する者

一般乗合旅客自動恥運送事業看の
事業用自動車の運転者が組織する
団体の橋毛する者

園士交通省近畿運輸局神戸運輸監
理部兵庫陸運部長の播名する者

園士交通打近畿地方整備局姫路河
川国道事務所長の指名する者

兵庫環西播磨県民局髄野土木事務
所長の措名する者

兵庫県関係行政機関職員

兵庫県たつの警察署長の指
名する者

交通会駿の遮営に必要と潔
める者

たつの市関係機関職員

たつの市関係機関職員

たつの市関係機関職員

たつの市連合自治会

たつの市連合婦人会

たつの市老人クラブ連合会

たつの市観光協会

たつの市商工会

たつの市PTA協壁会

公募委員（龍野）

公募委員（新宮）

公募委員（柵保川）

公募委員（御津）

神姫バス株式会社姫路営業所

株式会社ウエスト神姫

西日本旅客欽道株式会社
近畿統括本部神戸支社

公益社団法人兵庫県バス協会

一般社団法人兵庫県タクシー協会
(株式会社龍野タクシー）

神姫バス労働組合

瞳士交通省神戸運輸監理部
兵庫陸運部輸送部門

国土交通省近畿地方整備局
姫路河II国道事務所道路管理第二課

兵庫県西
龍野土木

民局

兵庫県西播磨県民局
光都土木事務所

たつの警察署交通課

たつの市議会

たつの市

たつの市健康福祉部

たつの市都市建設部
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たつの市地域公共交通会蟻規約

（趣旨）

第1条この規約は、たつの市地域公共交通会磯（以下「交通会議」という｡）の組

織、運営その他交通会議について必要な事項を定めるものとする。

（協議事項）

第2条交通会議は、次に掲げる事項を協議する｡

（1）地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成19年法律第59号）

の規定に基づく持続可能な地域公共交通網の形成を図るために必要な事項

（2）道路運送法（昭和26年法律第183号）に基づく地域における需要に応

じた住民の生活に必要なバス等の旅客輸送の確保及びその他旅客の利便性増

進並びに地域の事情に即した輸送サービスの実現を図るために必要な事項

（3）交通会議の運営方法その他交通会議が必要と認める事項

（組織）

第3条交通会議は、委員25人をもって組織する。

2委員は、副市長及び別表に掲げる者のうちから市長が任命、又は委嘱する者。

（任期）

第4条委員の任期は､任命又は委嘱の日から2年とし､再任を妨げない｡ただし、

委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（会長及び副会長）

第5条交通会議に会長、副会長及び監事を置き、委員の互選により選任する。

2会長は、会務を総理し、交通会議を代表する｡

3副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、

その職務を代理する。

4監事は、第3条第2項に規定する委員のうちから会長が指名する。

5監事は、交通会議の会計監査を行い、その結果を交通会議において報告する。

（会議）

第6条交通会議は、必要に応じて会長が招集し、会長が、その議長となる。

2交通会儀を招集するときは、委員に対し、日時、場所、協議事項等を通知しな

ければならない。

3交通会織は、委員の過半数の出席がなければ、これを開くことができない。

4会長が必要と認めるときは、交通会議の招集を行わず、書面による協議に代え

ることができる。この場合において、会長は、決定事項を書面により速やかに委

員へ報告するものとする。

（意見の聴取）

第7条会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させて意
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見を聴き、又は必要な説明若しくは資料の提出を求めることができる。

（代理出席）

第8条やむを得ない理由により、交通会議に出席できない委員は、あらかじめ委

任状を提出し、又は会長の許可を得て代理人を出席させることができる。

（会議の公開）

第9条交通会議は、原則として公開とする。ただし、個人情報の取扱い等につい

ては十分配慮し、必要に応じて非公開とする等の適切な措置を講じるものとする。

（守秘義務）

第10条交通会議の委員は、個人情報その他業務上知り得た秘密を他に漏らして

はならない。

（議決）

第11条交通会議の議決の方法は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数の

ときは議長がこれを決する。

（協議結果の取扱い）

第12条交通会議において協議が調った事項について、関係者はその協議結果を

尊重しなければならない。

（ワーキンググループ）

第13条交通会議は、協議又は調査のため必要があると認めるときは、ワーキン

ググループを置くことができる。

2ワーキンググループは、第3条に規定する構成員その他交通会議が必要と認め

た者をワーキンググループ委員とすることができる。

3ワーキンググループは、必要に応じて、関係者の出席を求め、説明又は意見を

聴くことができる。

4ワーキンググループは、協議した事項について、交通会議へ報告するものとす

る。

（事務局）

第14条交通会議の業務を処理するため、事務局を置く。

2事務局はたつの市公共交通担当課に置く。

3事務局に事務局長、事務局員を置き、会長が定めたものをもって充てる。

4事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。

（会計年度）

第15条交通会議の会計年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わ

るものとする。

（資金）

第16条交通会議の運営に関する資金は、負担金、補助金その他の収入をもって

充てる。
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（予算）

第17条会長は､毎会計年度予算を調製し、交通会議の承認を得なければならな

い。

（決算）

第18条会長は、毎会計年度終了後、遅滞なく決算を調製し、監事の監査に付さ

なければならない。

2会長は、第5条第5項の規定により当該監査の報告があった時は、当該監査に

付した決算について交通会議の承認を得なければならない。

（財務に関する事項）

第19条交通会議の出納その他の財務に関し必要な事項は、会長が別に定める。

（謝礼）

第20条交通会議は、委員が会議に出席したときは、謝礼を予算の範囲内で支給

することができる。

（交通会議が解散した場合の措置）

第21条交通会議が解散した場合には、交通会議の収支は、解散の日をもって打

ち切り、会長であった者がこれを清算する。

（補則）

第22条この規約に定めるもののほか、交通会議の運営に関し必要な事項は、会

長が交通会議に諮り定めるものとする。

附 則、

（施行期日）

1この規約は、平成27年10月28日から施行する。

（経過措置）

2最初に招集される会議は､第6条第1項の規定にかかわらず､市長が招集する。

（会計年度の特例）

3交通会議の設立された日の属する年度の会計年度については、第15条の規定

にかかわらず、設立された日から平成28年3月31日までとする。
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別表（第3条関係）

委員

市民団体又は市民の代表

交通事業者の職員

公益社団法人兵庫県バス協会の代表者又はその指名する者

一般社団法人兵庫県タクシー協会の代表者又はその指名する者

一般乗合旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体の

代表者又はその指名する者

国土交通省近畿運輸局神戸運輸監理部兵庫陸運部長又はその指名する者

国土交通省近畿地方整備局姫路河川国道事務所長又はその指名する者

兵庫県西播磨県民局龍野土木事務所長又はその指名する者

兵庫県たつの警察署長又はその指名する者

兵庫県の関係行政機関の職員

たつの市の関係機関の職員

その他交通会議の運営に必要と認める者

－5－

《書ゞ一へ 一_ﾛ■■■牲一｡



たつの市地域公共交通会議財務規程

（趣旨）

第1条この規程は、たつの市地域公共交通会議規約（以下「規約」という。）

第19条の規定に基づき、たつの市地域公共交通会議（以下「交通会議」とい

う。）の財務に関し、必要な事項を定めるものとする。

（報告）

第2条交通会議の会長（以下「会長」という。）は、規約第17条又は第18

条の規定により予算又は決算に係る承認を得たときは、当該承認された予算又

は決算を速やかにたつの市長に報告しなければならない。

（出納員）

第3条会長は、交通会議の出納その他会計事務を補助させるため、事務局職員

のうちから出納員を命ずるものとする。

2出納員は、会長の命を受けて、交通会議の出納その他会計事務をつかさど

る。

（予算区分）

第4条歳入予算の款、項及び目の区分は、別表第1のとおりとする。

2歳出予算の款、項及び目の区分は、別表第2のとおりとする。

3当該年度において臨時かつ特別な理由があるときは、別表第1及び別表第2

に定める以外の項及び目を定めることができる。

（予算の流用及び予備費の充当）

第5条歳出予算の流用及び予備費の充当は、たつの市の例によるものとする。

2会長は、前項の規定により歳出予算の流用又は予備費の充当をしたときは、

直近の交通会議に報告しなければならない。

（出納及び現金等の保管）

第6条会長は、交通会議に属する現金等を、銀行その他の金融機関に預け入れ

なければならない。

（収入及び支出の手続）

第7条交通会議の予算に係る収入及び支出の手続は、たつの市の例により行う

ものとする。

2会長又は出納員は、次に掲げる簿冊を備え、出納の管理を行うものとする。

（1）予算差引簿

（2）その他必要な簿冊

（補則）

第8条この規程に定めるもののほか、この規程の実施に関し必要な事項は、会

長が別に定める。
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附則

この規程は、平成27年10月28日から施行する。

別表第1（第4条関係）

款 項

1負担金 1負担金

2補助金 1補助金

3委託金 1委託金

4繰越金 1繰越金

5諸収入 1諸収入

別表第2（第4条関係）

款 項

1運営饗
1会議費

2事務費

2事業喪 1事業費

3返還金 1返還金

4予備饗 1予備費
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規約第20条に基づく謝礼の支給について

（1）謝礼は、予算の範囲内で支給することができる。

ただし、国家公務員法（昭和22年法律第120号）及び地方公務員法（昭

和25年法律第261号）に規定する者及び辞退する者には、支給しない。

（2）謝礼の額は、「たつの市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例」第2条の規定を準用して、1日につき8,600円を出席した委

員に支給する。ただし、会長においては、1日につき9,100円とする。
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地域公共交通会議について
、

（1）たつの市地域公共交通会議（法定協議会）

根拠法令

設置日

目的

構成員

任期

主な協議事項

主なメリット

その他

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（第6条）

平成27年10月28日

地域公共交通網形成計画の策定及び実施に必要な協議

･市民団体又は市民の代表

･交通事業者の職員

･公益社団法人兵庫県バス協会の代表者又はその指名する者

･一般社団法人兵庫県タクシー協会の代表者又はその指名す

る者

･一般乗合旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が

組織する団体の代表者又はその指名する者

･国土交通省近畿運輸局神戸運輸監理部兵庫陸運部長又はそ

の指名する者

･国土交通省近畿地方整備局姫路河川国道事務所長又はその

指名する者

･兵庫県西播磨県民局龍野土木事務所長又はその指名する者

･兵庫県たつの警察署長又はその指名する者
･兵庫県の関係行政機関の職員

．たつの市の関係機関の職員

･その他交通会議の運営に必要と認める者

委嘱又は任命の日から2年

ただし、委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の在

任期間とする。

･地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の規定に基づ

く持続可能な地域公共交通網の形成を図るために必要な事

項

･道路運送法に基づく地域における需要に応じた住民の生活

に必要なバス等の輸送サービスの実現を図るために必要な

事項

･地域公共交通会議の運営方法その他地域公共交通会議が必

要と認める事項

･公共交通事業者等に対する協議会への参加要請応諾義務

･協議会参加者の協議結果の尊重義務

･公共交通事業者や利用者等による多様な関係者による合意

形成

ワーキンググループの設置
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（2）ワーキンググループ

1ワーキンググループとは

地域公共交通会議において、路線の軽微な変更、停留所の新設・移動・廃止、時刻

表の変更など詳細事項まで全体会議で議論を行うことは困難であるため、地域公共交

通会議の委員の中から、特に地域に密着されている市民団体の代表や交通事業者を選

出し、､専門的に協議及び調査を行う会議のこと。

なお、ワーキンググループ内で協議した内容は、地域公共交通会議へ報告するもの

とする。

2構成員

3主な協議事項

･地域公共交通網形成計画策定にかかる方針・目標・主要施策・評価指標等について

･デマンド交通実証実験対象区域・事業主体・方式・運賃等について

･高齢者・障害者アンケート調査項目について

・コミュニティバス利用者アンケートの内容について

－10－

種別 団体名等

1

2

3

市民団体

たつの市連合自治会

たつの市連合婦人会

たつの市老人クラブ連合会

4 交通事業者 株式会社ウエスト神姫

5
通
般
交
一
事業者兼

組織団体

一般社団法人兵庫県タクシー協会

(株式会社龍野タクシー）



平成27年度事業報告及び歳入歳出決算報告について

（1）平成27年度事業報告

①たつの市地域公共交通網形成計画素案の作成

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第5条第1項の規定に基づき、地域公共

交通確保維持改善事業費補助金（地域公共交通調査事業（計画策定事業））を活用し、

たつの市地域公共交通網形成計画素案の作成を行った。

②デマンド交通運行へ向けた協議
デマンド交通の運行に向けて、実証実験対象区域・事業主体・方式・運賃等について

協議を行った。

会議の開催状況
開催年月日

平成27年6月23日

平成27年7月22日

平成27年8月24日

平成27年10月28日

平成27年11月16日

平成27年12月11日

平成28年1月14日

平成28年2月16日

平成28年2月26日

､会畿名

第1回たつの市地域公共交通

会鮭ワーキンググループ会磯

第1回たつの市地域公共交通

会雛

第2回たつの市地域公共交通

会織ワーキンググループ会議

(讐而鯉畿）

第2回たつの市地域公共交通

会雛

第3回たつの市地域公共交通

会磯ワーキンググループ会鮭

第4回たつの市地域公共交通

会鮭ワーキンググループ会鮭

第5回たつの市地域公共交通

会儀ワーキンググループ会鮭

第6回たつの市地域公共交通

会繊ワーキンググループ会磯

第3回たつの市地域公共交通

会鮭

内容

･高齢者・障害者アンケート鯛査項目について

･コミュニティバス利用者アンケートについて

･平成26年度コミュニティパスの利用状況について

･コミュニティパス『南北連結ルート」「光都～しんぐう

総合センタールート」のダイヤ改正について

･高齢者・障害者への交通手段に関するアンケーl､につい

て

．たつの市における交通の現状について（報告）

・コミュニティバス利用者アンケート項目の内容の変更に

ついて

･法定協謹今への移行について

．たつの市地域公共交通会磯規約（案）

･委員の委嘱及び監事の週出について

･各稲規程（案）（①たつの市地域公共交通会議財務規程

(案）、②たつの市地域公共交通会議事務局規程（案））

について

･平成27年度事業計画（案）及び予算（案）について

･デマンド交通について

･スケジュール（案）について

･地域公共交通網形成計画策定にかかる方針・目標・主要

施策・評価指標等について

･コミバス系統評価及びアンケート澗査等分析結果による、

公共交通需要のOD流動と再編検肘区域設定について

･デマンド交通実証実験対象区域・事業主体・方式・運賃

等の選定方法ほか

･デマンド交通実証実験対象区域・事業主体・方式・運賃

等の選定方法ほか

･地域公共交通網形成計画（案）の概要について

．デマンド交通実証実験対象区域・事業主体・方式・運賃

等の選定方法ほか

・平成27年度地域公共交通鯛査事業事業評価について

･地域公共交通網形成計画（案）の概要について

・デマンド交通実証実験対象区域・事業主体・方式・運賃

等の選定方法ほか

．たつの市地域公共交通網形成計画（案）の概要について

･平成28年10月以降のデマンド交通実証実験方針（案）に

ついて

･今後のスケジュールについて

-11－
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（2）平成27年度たつの市地域公共交通会蟻歳入歳出決算書

(単位:円）(収入）

(単位:円）(支出）

支出合計

6,066,311

差引(次年度繰越）収入合計
①

8,814,617 2,748,306
I■■■■■

I■■■■■
一
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認予算額
白．‐‐.、

砂．&

寺
卜
小

り

醇委蕊,一
ら
一
◇
《
■
‐
＃

博
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＝LP

画
r･》．
‘蜜曲侭,

●
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轍燕愚説巌明:ざ．
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,6.-一望
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、,、

函

〃

タ

負担金 負担金 負担金 3,446,000 3,446,000 0たつの市負担金

補助金 補助金 補助金 5,370,000 5,367,600 △2,400
地域公共交通確保維持改善事業費補助金
(地域公共交通飼査事業(計画策定事業)）

委託金 委託金 委託金 0 0 0

繰越金 繰越金 繰越金 0 0 0

諸収入 諸収入 雑入 0 1,017 1,017
口座開設費1,000円

預金利息17円

計 8,816,000 8,814,617 A1,383

鰯零”;鯵f蕊ざ

！麟逮
『4，~.母･毒画

#璽項:感：
毒篭塞国冨
'苧蕊彫

担

憲 ‘‘劫‘.・・8

r

･-ムリ

予算額
‘‐抄,

。、堵．．．

T‘f』･-幸一_

濠一ノ‘;手:廷説明:
A：‘R・．､§連．･さ竜‘j
・』・・・・‘-．‘-‘－，F'一?．

運営費

会議費

事務費

会議費

事務費

502,000

2,944,000

379,320

318,527

122,680

2,625,473

委員出席謝礼322,500円

委員鮒礼源泉徴収税納付56,820円

事務用品302,421円

会継賄10,780円

郵券料4,326円

口座新規開設借受金1,000円

事業費 事業費 事業費 5,370,000 5,368,464 1,536
たつの市地域公共交通網形成計画案作成業
務委能

返還金 返還金 返還金 0 0 0

予備費 予備費 予備費 0 0 0

計 8,816,000 6,066,311 2,749,689



監査報 告 書

平成28年多月e日

たつの市地域公共交通会議

会長寺田勝様

たつの市地域公共交通会議

監事 罫ﾆー 』地

平成27年度たつの市地域公共交通会議会計監査について

標記の監査を行ったので、下記のとおり報告します。

1 実施日時

2 実施場所

3 所見．

記

平成28年6月3日（金）午前10時～

たつの市役所1階相談室

平成27年度の歳入歳出決算書及び関係諸帳簿を監査した結果、

たつの市地域公共交通会議会計は適正に処理されていることを

認めます。

、’＝詞,．凹一.=-里,画一＆雪啓一
ﾛ

－13－
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一平成22零度｜
÷平成23年度1
－平成24年産｜
→←平唾年度｜

鰯憲｜

I

一申
－

たつの市コミュニティバス乗車人数月計推移(平成22年度～平成27年度）
(人）

ユ

平成Z4~月再■

’
一

仁
12月 ﾕ月 2月 3月ﾕﾕ月4月5月6月7月。8月9月 10月

I

､

【再醤基準】【再繍状況】

[~悪霊凧~可

4月。 5月 6月 7月
，
Ｉ
8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

平成22年度 5.610 4,986 5,932 5.580 5‘281 5,167 5,732 6,154 5,154 4.903 5,562 6,916 66,977

平成23年度 6,798 6,469 7.103 6,873 7.202 6.380 6,859 6,767 6,481 6,144 6.7“ 7,511 81,291

平成24年度 7,450 8,061 7.703

●
１
１
ｌ
ｂ

7,442 7.332 6,990 7.595 6,711 6,534 5,806 6,473
’
１
１
１
7,462 85,559

平成25年度
１
，
１
．
．
7,616 7.601 7.502ｉＩ

ｌ
7’876 7,362 7,049 8,123 7,313 6.950 6‘296 6,817 7,473 87‘978

平成26年度
一一一■一一一一一

平成27年度

6,747

6,820

6‘678

6.011

6,712

7,092

7,102

6,900

6,675

6,618

6,815

6,658

7.808

7,215

6,578

6,598

6,274

6,634

5,840 6,237
1

5.720j6.523

6,588

7,514

80.054

80,303

平成22年10月12日14S＃線 (19路線中7路線廃止28$線新設）

平成24年4月1日 13路線 (14路線中1路線廃止）

平成25年10月1日 12路線 (13路線中1路線廃止）

平成26年10月1日 12路線 (12路線中2路線延伸）

平成27年4月1日 12路線 (12路線中1路線増便〉



平成27年度コミュニティバスの利用状況【平成27年4月～平成28年3月】

l

覇
I

平成27年4月1日から、菰野駅～本市野駅（1-3）を新設。2学期となる9月1日から10分早めてダイヤ兜直し

平成26年10月1日から、福磨斬宮駅を終点とする2ルート(No6、No9)は、しんぐう総合センター室で廷伸

さくら

あいあい

1-1

1-2

南北連結

南北連結

6

6

月～土

月～土

しんぐう緯合センター

新舞子ガーデンホテル
(黒崎）

橿層新宮駅・本竜野釈・竜野
畷・市民病院

市民病院・竜野駅・本竜野
駅・播磨新宮駅

新舞子ガーデンホテル

しんぐう総合センター

赤とんぼ
(2台）

わかあゆ

(2台）

る－ぷらいん丸

合 叶 80.303 273.1 80,054 299.2 249 0.3

1-3 南北連結 1 月～土 竜野駅 日山 本竜野駅

2

3

4－1

4－2

5

6

7

8

9

10

11

12－1

12-2

胴野砺環

館野・神岡

揖西（朝夕）

瞬西

掘保

光都～しんぐう縫合セン
ター

上笹・下笹

西栗栖～しんぐう総合セ
ン ター

香山・篠前

室津・市民病院・碇岩

竜野駅～市民鋼院

揖巨～竜野駅（靭夕）

揖西～竜野駅

5

6.5

1

3

4

6

4

6

4

4

6

2

2

月～土

月～土

月～土

月・水・金

火・木・土

月・水・金

月・水・金

火・木・土

火・木・土

月～土

月～土

月～土

火・木・土

本竜野駅

木竜野駅

土師南

本竜野駅

本竜野駅

三二雪一J型･空室･奉毒前●。ｰ■凸■

上笹1区自治全館

奥小屋

大谷

大流公画

アクアホール前

小犬丸苗

土師南

随野公園前

奥村・東醤鋳駅

景霊寺

土師雨・景璽寺

撹保中・真砂口

千本駅前

八重垣痛院

千本駅前

番島コミセン・八重垣病院

道の駅みつ。碇岩公民鯨

竜野駅・河内中央

土師南・竜野駅

土師市・竃野駅

本竜野駅

本竜野釈

本竜野駅

本竜野駅

本竜野駅

しんぐう総合センター

播磨新宮駅

しんく・う総合センター

播磨新宮駅

市民詞院

市民病院

アクアホール前

アクアホール前

6.470

8,189

1.137

3.754

2＃123

3.567

1.277

3,959

1,455

3.569

1.348

1,126

656

22.0

27.9

3.9

26.1

14.2

22.6

8.1

26.6

9.8

12．1

9-2

3今8

4.4

7.103

7.941

1,395

3.747

2.271

3.059

979

3,530

1.659

4.149

1.525

1.021

639

24.2

27.1

4.8

25.8

15.3

21－1

6.8

23.9

11.2

14－2

10.5

3.5

4.3

▲633

248

▲258

7

▲148

508

298

429

▲204

▲MO

▲177

105

17

▲8．9

3.1

▲18．5

0.2

▲6－5

16.6

30.4

12.2

▲12．3

▲14．0

▲11．6

10.3

2.7

離灘蕊騨卿

41.673 141.7

１
ｉ
ｌ

鯛
41.036 140.1

溌熱職漁職》

637 1.6



平成28年度事業計画（案）及び歳入歳出予算（案）について

（1）平成28年度事業計画（案）

①たつの市地域公共交通網形成計画の策定

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第5条第1項の規定に基づき、たつの市

地域公共交通網形成計画を策定する。

~

②デマンド交通の実証実験運行

たつの市地域公共交通網形成計画の策定協蟻の参考とするため、新宮地域、御津地域

を対象地域としてデマンド交通の実証実験運行を実施する。

主な計画内容

、
毛

-16-
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年月 項目 内容

平成28年4月～ デマンド交通住民脱明会 ･デマンド交通の概要脱明

平成28年5月31日 第1回たつの市地域公共交通

会離ワーキンググループ会厳

平成27年度餓入議出決算報告について。

平成28年度怠入歳出予算（案）について

地域公共交通網形成計画素案の変更について

たつの市デマンド交通運行計画（案）について

平成28年6月27日 第1回たつの市地域公共交通

会鮭

平成27年度事業報告及び歳入議出決算報告について

平成28年度事業計画及び歳入歳出予算（案）について

平成27年度コミュニティバスの利用状況について

地域公共交通網形成計画素案の変更について．

たつの市デマンド交通運行計画（案）について

地域内フィーダー系統砿保維持計画の策定について

スケジュール（案)･について

平成28年8月～ デマンド交通利用者登録開始 高齢者世帯等へ利用者登録申鯖書を郵送

デマンド交通パンフレットの作成

平成28年8月 第2回たつの市地域公共交通

会儀ワーキンググループ会厳

･デマンド交通実証実験運行、本格運行に向けた協麟

平成28年9月 第2回たつの市地域公共交通

会磯

･デマンド交通実鉦実験運行、本格運行に向けた協儀

平成28年11月 デマンド交通予約センターの

開股
一

･市役所内に予約センターを開股．

平成29年1月～3月 デマンド交通実証実験運行

平成29年1月 第3回たつの市地域公共交通

会鮭ワーキンググループ会酸

｡たつの市地域公共交通網形成計画の検討

･デマンド交通実証実験運行の検証､本格運行計画の修正

平成29年2月 たつの市地域公共交通網形成

計画パブリックコメントの実

施

．たつの市地域公共交通網形成計画に対する市民の意見

を募集

平成29年2月 第3回たつの市地域公共交通

会雛

．たつの市地域公共交通網形成計画の検討、決定

･デマンド交通実証実験運行の検証､本格運行計画の修正

平成29年3月 たつの市地域公共交通網形成

計画策定



（2）平成28年度たつの市地域公共交通会議歳入歳出予算害（案）

(収入） (単位:円）

｜I血ロロ且．

(支出） (単位:円）

ゴ
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蕊乳蕊＃塵命謎慾鹸

篭1識〕： k蕊蕊 謡廓了
ニコニヱ 具コニェ

補助金

委託金

繰越金

諸収入

計

些門1．八

■日呂ヨーンマー

委託金

繰越金

諸収入

理

委託金

繰越金

雑入

bHL八

ジーー 0

0

2,748,306

694

29,311,000

5,370,000

0

0

0

8,816,000

A5,370,000

0

2,748,306

694

20,495,000

前年度繰越金

預金利息

負担金 26,562,000 3,446,000 23,116,000たつの市負担金

悪霊
:雲議黛！

運営費

事業費

返還金

予備費

計

騨職誇魁鶴塗

噂j目凝牙

会議費

事務費

事業費

返還金

予備費

琴:管読と

会議費

事務喪

事業費

返揮今

予備費

二
４
割
ダ
四
０
↑
。
－
、
‐
査
蝿

,vir.,(iiii)

3,561,000

25,205,000

0

0

29,311,000

502,000

2,944,000

5,370,000

0

0

8,816,000

43,000

617,000

19,835,000

0

0

20,495,000

委員出席謝礼

会長9,100円×1人×6回=54.600円

委員8,600円×15人×3回=387.000円

WG委員8,600円×4人×3回=103.200円

旅喪52,400円

事務用品400,000円

会織賄30,000円

印刷製本費1,000,000円

郵券料2,000,000円

電話料金78,000円

デマンド運行実証実験業務

期間:平成29年1月～3月

地域:新宮地域･御津地域

運行委託4,051,200円

予約システム2.229,600円

オペレーター雇用(3人)2,100,000円

車両購入補助(3台)10.500,000円

車両ﾗｯビﾝグ補助(3台)900,000円

乗降ポイント表示300,000円

地域公共交通網形成計画作成業務婁舵5,121.000円



たつの市デマンド交通運行計画
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区域区分

5区域

①新宮エリア(世帯数5,548､人口14,952人､65歳以上4,433人）
②龍野東エリア(世帯数10,768､人口28.015人､65歳以上6,921人）
③龍野西エリア(世帯数4,785､人口12,673人､65歳以上3,565人）
④揖保川エリア(世帯数4,685､人口12,352人､65歳以上3,185人）
⑤御津エリア(世帯数4.153､人口11.080人､65歳以上3.449人）

対象地域 たつの市内全域

運行方式

ドアツードア方式

①自宅又は自宅付近から目的地への移動
②目的地から自宅又は自宅付近への移動
③目的地から目的地への移動
※ただし､③の場合は既存バスのバス停300m圏内から別のバス停300m圏内への移動
は除く。

区域内目的地

'交通結節点(駅･バス停等）

'医療施設(病院等）
金融機関(銀行､郵便局等）
商業施設(大型量販店等）
,公共施設(市役所･公民館等）

区域外目的地

①龍野東エリア､龍野西エリア､揖保川エリアは指定された目的地にのみ相互に行き来
することができる。
②新宮エリア内における越部地区から飽野東エリアの指定された目的地にのみ行くこと
ができる。

運行開始 平成29年4月

運行日 週6日(月曜日から土曜日）※日曜日、祝日、年末年始は運休

運行時間帯 8:00～12:0013:00～17:00

利用対象者
事前登録者(事前に申鯖書を7
※原則､たつの市民･播磨科与

ﾗに

I公’
是出し､登録された方）
ﾛ都市区域内住民とする。

予約センター
市役所内に設置し､オペレーターにより電鯖またはファックスによる受付業務及び配車指
示を行う。

設置日時:月曜日から金曜日までの8:30～16:30

予約システム
受け付けた予約情報により自動的に計算した運行ルートを運行車両の車載器に表示させ
るもの。

予約時間

運行日の1週間前から運行時間の2時間前までに予約

※8時便･9時便･10時便は前日までに予約

(月曜日の8時便･9時便･10時便は前週の金曜日までに予約）
※土曜日の運行については､前日までに予約

時刻表

行き 予i崎側限 帰り 予 淘撫 限

1便

2便

3便

8:00

9:00

10:00

前日

8:30

9:30

10:30

前日

4便 11:00 当日9:00 11:30 当日9:30

～昼休み～

5便 13:00 当日1100 13:30 当日11:30

6便 14:00 当日1200 1430 当日1230

7便 15:00 当日1300 1530 当日1330

8便 16:00 当日1400 1630 当日1430
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運行車両

10人乗りワゴン軍12台

エリア 台数
アンケート 宕果

子ﾏﾝド交壬■昼塑 1時間当たり 外出ピーク時
①新宮エリア 4台 30.94人/日 3.87人/時 10時台 8.52人/時
②龍野東エリア 2台 48.28人/日 604人/時 10時台 11.42人/時
③龍野西エリア 2台 35.56人/日 445人/時 10時台 6.15人/時

④揖保川エリア 2台 27.20人/日 340人/時 10時台 5.50人/時

G御津エリア 2台 29.60人/日 370人/時 10時台 6.84人/時

上記台数で不足する需要があった場合は､運行事業者の予備車両により対応する。
車両は運行事業者による購入とし､地域公共交通会膿から補助金を交付する。

運行事業者

たつの市テマンド交通運行共同体

篭鰭霊王可雨野而元雨1新宮タクシー(株）

(杯ﾉ月■王ｱジソンー

(株)赤とんぼ観光

(株)ミツバタクシー

龍野東エリア､魂野西エリア､揖保
川エリアの共同運行

(株)ウエスト神劇
■
｜
■
■
■ 御津エリア

運行委託賓等

管理経豊1ﾖ当 と’ onnn腰

運行委託賛 ’
＝1』吋1日』U凹可旧』＝ノニワエ,toun恭埋1Jし"ひし･口寸1日J1隼ヱ趣イノ姓し、。

ただし､年間の運行委託黄が事前算定額を下回る場合は､運行補償として、

(3,460.000円【事前算定額】-2.460円×年間運行時間)×1/2を支払う。

利用料金

区分 利用料金

保護者の引』 pwri－の句"』､子ぱ凱子muji足里 無料

uﾉ"』､手江馳手Hi|W-7E二’八1－~ノごワI雫9つ沫睡百’八

(2)小学生

(3)満65歳以上の者

(4)身体障害者福祉法第15条の規定に基づく身体障害者手帳の交付
を受けた者

(5)療育手帳制度要綱の規定に基づく療育手帳の交付を受けた者
(6)精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第45条の規定に基づ
<精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた者
(7)介護保険法第27条の規定に基づく要介瞳麗定を受けた者

(8)介護保険法第32条の規定に基づく要支援認定を受けた者

(9)身体障害者手帳第1種､療育手帳A､精神障害者保健福祉手帳1

級の交付を受けた者1人につき同伴する介助者1人

200円

上記以外の者 400円

実証実験運行

運行区域

運行期間

運行車両

2区域

新宮エリア(世帯数5,548､人口14,952人､65歳以上4,433人）
御津エリア(世帯数4,153､人口11,080人､65歳以上3,449人）

平成29年1月～平成29年3月

10人乗りワゴン車3台(補助分）

①新宮エリア2台
②御津エリア1台

上記台数で不足する需要があった場合は､運行事業者の予備車両
により対応する。

評価指標 乗合率による目標を設定し､目標値を超えない路線については､運行日の削減等を含め
改善策を検討する。
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たつの市地域公共交通網形成計画素案の変更について
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項目

凡例

区域名

区域外運行

変更前

ゾーンバス（定時定路線型）

川東・川西

なし

変更後

削除

龍野東・龍野西

龍野東一龍野西

龍野東一揖保川

龍野西一揖保川

越部地区一龍野東



地域内フィーダー系統確保維持計画

鱗，為峨鱒熱戦圃漉謬鑓鮮獅撫自職b画一…ーー'＝

(名称）たつの市地域公共交通会議

(代表者名）会長寺田勝

瀦議灘溌鰯灘躍鍵蕊溺鱗鞠職識蕊
人口減少や少了高齢化、車社会の進展により、路線バスやコミュニティバス等の公共交通を利用する者は

年々減少を続けており、日常生活のうえで必要不可欠な地域公共交通の維持確保が極めて厳しい状況にある。

特に車を運転できない交通弱者と言われる、高齢者・障害者等にとって、外出しやすく移動しやす

い公共交通網となるよう、平成29年3月に、たつの市地域公共交通網形成計画を策定することを目

指し、全ての交通モードが相互に連携した地域公共交通網を再編する。

地域住民、運行事業者、行政などの地域の関係者が適切な役割のもと、市内を運行する路線バスやコミュ

ニテイバス等の公共交通の維持活性化を図るとともに、バス空白地域へのデマンド交通導入により、交通不

便地域・交通空白地の移動手段を確保する。

（1）事業の目標

年度 目標

平成29年度 1日当たりの利用者数を60人(H29.1月-3月）、240人(H29.4月-9月）とし、

1時間当たりの乗合率を2．5以上とする。（2.5*8便*12台＝240人）

平成30年度 利用者数、乗合率を前年度比で増加させる。

平成31年度 利用者数、乗合率を前年度比で増加させる。

（2）事業の効果

デマンド型交通（市民乗合タクシー）を運行することにより、バス交通空白地域の解消が図られるととも

に、高齢者・障害者等の交通弱者の通院・買物の移動手段を確保することができるとともに、中心市街地

の賑わいの創出、外出する機会の増加に伴う健康増進に寄与する。

迩繊臓迩鰯鰯熱I誰…鰯熱薄静礁の櫛鰯鐸識定裁癖勲駿諦:
要綱『別表1」のとおり

（1）運行区域

①新宮エリア、②魂野東エリア、③龍野西エリア、④揖保川エリア

①のうち、越部地区は②の指定された目的地にのみ行くことができる。

②～④は指定された目的地にのみ相互に行き来することができる。

（2）運行形態

登録制、予約制、乗合で区域内を「ドアtoドア」で結ぶ、デマンド型市民乗合タクシーとする。

（3）目的地

①交通結節点（駅。バス停留所）

②医撫・福祉施設（病院・診猟所、歯科医院、介護施設等）

③金融機関（銀行、金庫、農協、郵便局等）

④商業施設（大型小売店等、各種小売店）

－24－
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⑤公共施設（市役所、公民館、保育所・幼稚園。こども園。小。中。高校等）

（4）運行日、運行時間帯

月曜日から土曜日まで（日曜日・祝日・12月29日～1月3日は運休）

①8:00～②9:00～③10:00～④11:00～⑤13:00～⑥14:00～⑦15:00～⑧16:00-

（5）利用料金

○大人（中学生以上）1回乗車400円、保護者の引率の下にある小学校就学前の児童無料

※以下の区分に該当する者は200円

①小学校就学前の児童1人につき引率する保護者1人

②小学生

③満65歳以上の者

④身体障害者福祉法第15条の規定に基づく身体障害者手帳の交付を受けた者

⑤兵庫県が定める療育手帳制度要綱の規定に基づく療育手帳の交付を受けた者

⑥精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第45条の規定に基づく精神障害者保健福祉手帳の交

付を受けた者

⑦介護保険法第27条の規定に基づく要介護認定を受けた者

⑧介護保険法第32条の規定に基づく要支援認定を受けた者

⑨前5号のいずれかに該当する者1人につき同伴する介助者1人

（6）利用方法

事前に利用登録を行い、電話予約等により配車

（7）運行台数

10人乗りワゴン車2台(1129.1月-3月）

10人乗りワゴン車:10台(H29.4月-9月）

（8）運行予定者

市内に営業所を有する全タクシー事業者及び乗合バス事業者で構成されたたつの市デマンド交通

運行共同体に所属する事業者の共同運行とする

①新宮エリア：（有）はりまタクシー、新宮タクシー（株）

②龍野東エリア：（有）はりまタクシー、新宮タクシー（株）、（株）龍野タクシー、

(株）赤とんぼ観光、（株）ミツバタクシー

③龍野西エリア：（株）龍野タクシー、（株）赤とんぼ観光、（株）ミツバタクシー

④揖保川エリア：（株）龍野タクシー、（株）赤とんぼ観光、（株）ミツバタクシー

4難蕊蕊蝿蛎篭謹裳icgj-r蝋蹴篭蕊貸溌戎i嘩鵡蕊'聴鐘露蟻騨蝋憩鐸醒
表2のとおり

5漂鋤鋤瀞竣駕職騨蹴鞠輔鐘織隷懸獄い;脚i儒雛榔鞭鰯溌雛瀬織職雛
たつの市地域公共交通会議（活性化再生法法定協議会）

･平成28年度

□1月～3月「デマンド交通実証実験」
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本格運行に向け、デマンド運行システムを導入したうえで、毎月の運行実績・00調査。利用者アンケー

卜を実施し、地域の実情を把握し、本格運行の方式に反映させる。

･平成29年度「デマンド交通本格運行」

毎月の運行実綴、実証実験期間中の結果・課題を分析し、必要に応じ運行方式の見直しを実施。

｡平成30年度

毎月の運行実緬を基に、運行方式の見直しを実施。

･平成31年度

毎月の運行実績を基に、運行方式の見直しを実施。

該当なし

溌層溺鶴
Ｐ
風

遜露騒翻蛎鰯離職繍蝋醗鱗織騨澱灘聴灘撫
該当なし

職溌溌瀧鰐繍謹溌溌懸遡藤蕊霧霧 繍繍瀧醗繊蝋織職繊灘

繊謹葱滅蹴繊競載爾議蕊耀蕊霧繍繍瀧繍蕊識綴鰯議懲翰溌議溌溌議
該当なし

醗蕊議篭識

騨蕊溌霧柵徹職翻鰯鯖鰯繍溌蕊鱒溌灘繍灘灘難藤鵜騨繊灘灘繍鰯蕊
該当なし

蕊麓瀧灘撫議蕊篭繍瀬瀕蕊溌灘議鴬議蕊織議鴬醗鰯蟻蕊灘態鰯灘蕊
該当なし

溌議羅繊職鰯鰯謹麓灘耀篭篭繍蕊調灘蕊篭繊溌騨騨繍蟻繍灘鍵蕊
･平成27年10月28日地域公共交通会議を法定協議会に移行

地域公共交通網形成計画の策定について協議

地域公共交通確保維持改善事業制度概要の説明

･平成28年2月26日地域公共交通網形成計画素案について協議

･平成28年6月27日地域公共交通網形成計画素案について協議

地域内フィーダー系統確保維持計画、費用負担等について説明・協議・承認

鵡溌蟻難繊懲雛蕊鰯溌繍瀬溌灘灘雛灘灘騒溌雛鰯騨織難藤灘溌溌蕊
平成27年7月に､市内65歳以上の方及び障害者手帳を交付されている方(約23，000人､約15，000

世帯）に対し、交通手段に関するアンケート調査を行い、9月には、コミュニティバス利用者に対す

るアンケート調査を実施した。その分析結果を踏まえ、10月28日にたつの市地域公共交通会議を

法定協議会に移行し、たつの市地域公共交通網形成計画素案を作成した。

利用者代表として、連合自治会・連合婦人会・老人クラブ連合会・公募委員などが法定協議会の構

成員として参画しており、アンケート調査項目の作成から、意思決定に携わっている。



○交通手段に関するアンケート

･調査対象弓65歳以上の高齢者、障害者手帳を交付されている方約23,000人約15.000世帯

･鯛査方法：アンケート返信用封筒を同封し配布

･鯛査期間：平成27年7月3日～21日

･回収率：約4596

○コミュニティバス利用者アンケート

･調査対象：コミュニティバス利用者235人

･調査方法：バスに乗り込んだ調査員による手渡し配布。アンケート返信用封筒を同封し郵送で回答

･調査期間：平成27年9月14日～15日

･回収率45％

16､協騰金製簿J衿
国

関係都道府県

交通事業者

交通施設管理者等

地方運輸局

その他協議会が必要

と認める者

たつの市

…翻珂畷蕊一、…鴎“や吻構旗錨い

国土交通省近畿地方整備局姫路河川国道事務所

兵庫県西播磨県民局龍野土木事務所・兵庫県西播磨県民局光都土木事務所

公益社団法人兵庫県バス協会・神姫パス（株）．（株）ウエスト神姫

神姫バス労働組合・西日本旅‘客鉄道（株）．たつの警察署交通課

一般社団法人兵庫県タクシー協会（西播支部長：（株）龍野タクシー）

国士交通省近畿運輸局神戸運輸監理部兵庫陸運部

たつの市連合自治会.たつの市連合婦人会．たつの市老人クラブ連合会

たつの市観光協会．たつの市商工会.たつの市PTA協議会・公募委員．たつの市雛

会

副市長、都市建設部長、健康福祉部長

※4．（表2）及び12．（表7及び表9）については、地域公共交通確保維持事業を行う事業者ごとに

作成すること。

※6．については、活性化法法定協議会を補助対象事業者としない場合において、記入を要しない。

※7．（表3）及び8．（表4）については､要綱第17条に基づく生活交通確保維持改善計画について、

作成を要しない。

※9．（表5）については、地域内フイーダー系統確保維持事業を行う場合において、当該系統が運行

される市町村について作成すること。

※10.～13.については、車両の取得を行わない場合において、記入を要しない。

※13．については、減価償却費等国庫補助金の場合において、記入を要しない。

※1．～2．，6．～8．，10．～11.及び14.～16.については、再編特例の適用を受ける場

合において、記入を要しない。
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表1地域公共交通確保維持事業により運行を確保･維持する運行系統の概要及び運行予定者(地域内ﾌｨｰダｰ系統）「車両Z§革画
ロ

１
画
車
Ｉ

巳--‐‐‐‐－－－－‐‐ 一ユー▲一一一■＝

厩需「雨珂
(注）

1．『磁保維持事案に要する国庫袖助直(千円)｣は表2における｢捕助対象系銃の1／2｣を小数点徳1位(百円単位》まで配載する．

2.「国庫袖助楓内定申瞭額(千円)｣には､各運行予定者毎でまとめて表2における｢国庫袖助金内定申鯖観｣を配蔵する．

3.「再個特例楢■｣には､地域公共交通再縄実施計画の哩定を受け､地域間幹紬系統に係る特例措匠の適用を受ける場合のみ､｢O｣を配載する．

4.「接綾する補助対象地域間幹値系統等と接続砿保策｣には､地域内フィーダー系統が接線する袖助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークとどのように接続を建
保するかについて配舷する。

5.本表に配鮫する運行予定系銃を示した地図を透付すること．

都道府県
(市区町村）

運行予定者名
運行系統名
(申鯖番号）

確保維持事
業に要する
国

国底補助金
内定申鯖額
(千円）

再
綱
特
例
措
匠

地域内フィーダー系統の基準適合
(別表7及び別表9）

乗合パス型

／デマンド型
の別

基準ロで麟
当する要件

ｆ
ｔ
０

i続する袖助対象
1域間幹繊系統
Fと接続確保策

基準二で麟

当する要件
(別表7のみ）

兵庫県

(たつの市）

(有)はりまタクシー

新宮タクシー(株）

(有)はりまﾀクシー

新宮ﾀｸｼー (株）

(株)龍野ﾀクシー

(株)赤とんぼ観光

(株)ミツバﾀクシー

(株)龍野ﾀクシー

(株)赤とんぼ観光

(株)ﾐﾂパﾀクシー

(株)龍野ﾀクシー

(株)赤とんぼ観光

(株)ﾐﾂパﾀｸｼー

(1)新宮エリア

(2)飽野東エリア

(3)飽野西エリア

-(4)揖保川エリアー

8.198.0

3,366.5

3,366.5

3,366.5

18298

デマンド型

デマンド型

デマンド型

デマンド型一

①

①

①

①

播庖鯖宜恩でJRと地峨

問幹僅系絃山口＝衝
宮､ダイセル繊に接続

本竜野駅でJRと
接続し､節野橋
東鰭バス停で地
域間幹線系統加
野一姫路駅､ダイ
セル線と接纏

舶野橋バス停で
地域間幹線系統
龍野-姫路駅､ダ
イセル線と接統

竜野駅でJRと接
続

①

①

①

①一

合計 18.298

国庫補助金内定申鯖額(千円)(合計と国庫補助上限額を比べて少ない額） 13,325



表2地域公共交通確保維持事案に要する受用の総額､負担者及びその負担額(地域内フィーダー系統(デマンド型運行)用）

1．申箇事象者の極要

皿(有)はり窟ﾀｸｼー 】

黛合パス事室・自家用有償厳客五通
捕助対象扇風の
貫々年度の F冒雨冨司 千円 酋藁外収益 0千円 厘飼 便益(イ） 0千円

損益状現

『■■－ヶ■一戸■●~ーウ

■々年度の
保有車■彼
(ハ）

α蚤宮ﾀｸｼー (樺)】

棺助対象期間の
前々年度の
損益状混

絶助対象期固の
買々年度の
保有車両敏
<ハ）

α(橡)面野ﾀｸｼー 】

櫨助対象期間の
首々年度の
損益状現

柚助対象期間の
蘭々年度の
保有車頁敏
(ハ）

唖(橡)岸とんぼ風光】

描助対象期固の
前々年度の
損益状艮

袷助対な期岡の
貫々年度の
係有車頁敏
(ハ）

α(樟)ﾐﾂバﾀｸｼー 】

補助対象期間の
前々年度の
損益状現

捕助対象期固の
薗々年度の
侭有車両敏
(ハ）

垂■自用 千円 酋康外費用 0千円 経痢 R用〈ロ） 0千円

堂璽担些 千円 酋康外損益 0千円 経 鷺損臼 0千円

酉年垂ニー－
0

台 旬一一ワマワ●一~Gーー

繭々年度の
1台当たりサービス

0.0

時囲

提供時岡(二）

県合パス事象・目家用有償旗客返送

営纂収益 千円 営象外収益 0千円 経常収益(イ） 0千円

酋察貝用 千円 歯粛外費用 0千円 経常員用(ロ） 0千円

酋集損益 千円 営察外損益 0千円 厘1I損劃 0千円

ど…ー一~▽‐ロロ菅･ﾛ～．~ﾛ
台 袷助対象璽問の

前々年度の
■■

1台■たりサービス
提供時岡(二）

餓合パス事案。■家用有！｜旅客運遇

堂璽収整 千円 営象外収益 0千円 経常収益(イ） 0千円

毒纂畳用 千円 酋裏外頁用 0千円 厘常頁用(ロ） 0千円

堂ロ損竺 千円 鷺案外損益 0千円 径1『損益 0千円

1厘常収支車ロsoⅣ/α鮎I
0

台 袖助対象期間の
蘭々年度の
1台当たりサービス

QO

時岡

提供時岡(二）

餓合パス事象。■家用有償旗客理逮

営璽収讐 千円 営疲外収益 0千円 健常収益《イ） 0千円

鴬康費用 千円 酋猿外費用 0千円 経索費用(ロ〉 0千円

堂■揖茎 千円 営寡外損益 0千円 経常損益 0千円

Ⅱ軽索収支車IMMV/O!HI
0

台 捕助対象期固の
蘭々年度の
1台嵐たりサービス

0．0

時固

提供時問(二）

量合パス事案。■軍用有（1旗客運遇

営察収益 千円 営藁外収益 0千円 軽常収益(イ） 0千円

蛍栗費用 千円 営庫外受用 0千円 僅常費用《ロ） 0千円

堂唖益 千円 君戴外損益 0千円 低ガ■益 0千円

ｰー一、声一・▽"一再Ⅱ
0

台 捕助対n期閥の
前々年度の
1台当たりサービス

0.0

時田

提供蘭岡(二）

’

0

’
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2.時間当たり補助対象経常受用及び収益

3.補助対象系統ごとに要する受用､負担者とその負担割合

(1)P轡■■

1.『槌■ﾛｯｸ名』の■は.檎駒金交付更■別表1(附■富12象の逼用を受ける事象君にあっては劇座2)の名秤を里唾す＝と．

Z戴合バス事象の収益.サービス提供時■については､高迦《ス及び定鋼唾《ス等を陣倉､受用については､寓砂《ス及び定扇■知《ス笠びに袖璃対猷繭■(袖助金交付要嵐鷺
5最醒める周■》におけ番酋吟全宴付狸璽ロワ璽璽1車黛3庫に係る軽癒費用を倖くこと．

ユ、封色事寡宥め挟算扇■が櫨喧対盆鳳■(■功金室付要■藁巳灸で定める扇■)と、している事象都こあっては､衝碗対な扇■の便挟算を行い.その換茎岐里を担整戦雪辱一
厘吋雲上二

4補碗対色刷図(捕助金交付要飼箆6段で定める圃輿)中の蛾合パス(■家用有画ご理)事察鐘の事象を差康してLも堪舎の凹璽画趣垂ぴ員用の匠分は､匝夙“て昭和鑓年5月17
日付け由逓直璽●､■旗■1519.■貨鷺弱Gによ琴些

且『■■対往粛画の貫々年皮の侭有車両合歓｣の■は､事食令が保有する車頁歓でなく､生活交逼ネゥトワ→針匡F巴垣竺全三行墓重を室行す劉こあたって必要学亨貫き毎をE■
すること．

＆申誼番句は､系黛ごとに－逼毎号とす壁と.錘.1“がZつ壁の袖圃ブロックにまたがる増台は.その比率に竃じ塵､死力酒■倉の■号とすること．

7-璽筒■■たり■埋竃負用は.祖駒ブロックを管酎

a針算上生じた単位未濁の亀敵は切り衝てること．

ar1■■たりサービス提供員■』(ﾘ画については､【(1■あたり平均五行周■)＋《1日あたり平均待彼時■／1日あたり遍行■動】により算出すること◇

iari回■たりサモス提侯時■』､『描助ﾛｯｸ外戚入■分に優るサービス擾侯時圃』及画市区町村外蛾入卸分に係るサービス提供時閲』は､剛ね貞粛1位(鷺2位以下切り捻て)ま
で算出すること.また.合計の掴については.各中風纂紋のサービス揖侯笥画の合針を配■すること．

11.『■一檀■ﾛｯｸ市区町村外哉入■分に侭るサービス擾侯周■』の■は.■一衝■ブﾛﾌｸ内における市区町村外威入■分に係るサービス提供時固を妃賦することとし､循購ブロヮ
クが具なる市区町村外象入■分は(叉)に配色すること．

1Z『甚助ﾛｯｸ外蛾入■分及び市区町村外哉入■分以外のサービス揖侯時風の比車(ヲ)』について睦艶且下垂3位(4種良鷺4位切り強て)哀で算出して里巴すること．

1ﾕ『計■サービス筏侯時■』は.小数点鷺1位(■2位以下切り鎗て》まで算出してE唾すること．

14『拍助対誕畳』の■は､<ツ)の金輯を配敏する(千円未漢の竃散は切り捻てること)．

旧『抽助対象厘頁の1／2』の■は､纂賦ごとに百円単位(ai～四千円)まで厘丘することとし､合計の千円未璃の唱散は切り槍てること．

1&『■庫絶助上■曲の■は､市区町村導が■畝市区町村辱に係る■庫櫨駒上厘菌のうち､各事象肴ごとに医分した■をE鼠すること．

17,『細助対象掘閥の首々 年度の襖益状混』の■は､消負目相■観を控障した■を庇座すること．

1aサービス揖侯時■とは､事魚■始時髄(逼行■始膚国》から車象侭了時風(逼行終了時国)蔀の国をいい､その固の持彼時田.函時間.予約受付にかかる員凹について名食め
る.なお.サービス提供時国外に行われる予約受付等については､捕崎吋象外とする．

10.待檀員聞とは､サービス提供時閥のうち､寅逼行しなかった時間をいう.但し､休避筒国及びその他事象に従事している時岡は食めない．

誕醒時■について.魚客が周車した彼､■庫す鐸の■遇道行は寅逼行時岡として差し叉えない.なお.■透逼行中(毎庫遺中)に蛾用事璽による厘軍循永があり県用事案の遭行を
行った場合は､量蝕■遇五行は実五行時園とは画められない。

21.複数系舷を週行する車岡(楢で3系岐■行導)の持檀時岡については.明砿に衿復員間を算出することは困鮭である堪合は､臣周として､系域毎の計■サービス復侯時閥《ワ卸を
纂唾の合計■で陣す若しくは系麓毎の遍行■敏に応じた算出方途により算出されたい．

②逓付香圃

1．個励角な鳳園(徳助金交付更■鷺5象で定める■岡)の貫々 年度に係る旗客自動車逼送事藁等轄告規周箆2条毎2項の『事竃軽告寄』《櫨睡交付要■篤2■蘭1童麓3陣に係る
経轍負用を陣｡及びこれに■週する必裏な事項を配鮫した吾顛

’
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合一一声‐ q_仏凸_■ﾕ■

格助ブロック名
槍助対象事集肴の
時間■たり経常貝用
ロ÷ハ÷二■木 へ

員貫量たり＆
木とへのいずれ

卜

､領
収益

丑逓■ MMV/W

DIV/0!

”Ⅳ/田

2732円.72銭

釦Ⅳ/頓

#DⅣ/01

叩Ⅳ/a

”Ⅳ心

#0Ⅳ幻！

釦Ⅳ畑

申館
■号

■行
系飲名

逼行纂賦

見地
酋亀
区域

量地

畷ロヨ行
日散

針国劃行
回数

サーピ

リ

’
ﾘのう冬型唾プロ”
外蛾入毎分に係る

サービス提供時間

又I

リのうち同一袖
助ブロック市区
町村外魚入■分
に係らサービス
檀供時風

ル

袖助ブロック外頗り
入れ■分及び■一
槍助プﾛｯｸ市区
町村外険り入れ包
分以外のサービス

揖侯時■の比率

(リー(又＋ル))＋リ
■■ヲ

ワ

』Lやご＝

1

2

菌宮

■野東

光毎

堂本
一

衝き

、野軍 本宣写宇

221日

154日

6皿噸

640回

1時閥

1時田

O時胴

o時閥

0時問

0時間 1m震…

…丙画

24“0時閏
－－ー

3

4

■毎両

揖剛II

中垣内

正僚

重晦禰

揖保川

日山

■田

1“日

1副日

24“_咽

twAjm

1時■

1時図

O時岡

O時圃

0時問

0時間

1m_…
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表5地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要

町 こつの

(単位:人）
ー

人口

人口集中地区以外 68,838

交通不便地域

言生生＝へ帝＝

交
q

lジ ､1型 L‐ 唾J1里認Uグr刃画、‐

人口 対象地区 根拠法

＝塞叫L碩垂へ雪一

国厚T田“一睡函U君
対象人口 昇疋ユ 国庫補助上限額

68,838 68,838人×150円+300万円 13,325千円

(1)記載要領

1．人口は最新の国勢調査結果を基に記載すること｡ただし､地方運輸局長等が指定する
交通不便地域の場合は､申請する事業年度の前年度の3月末現在の住民基本台帳
を基に記載すること。
※なお､実施要領等で別に定める場合は､それによること。

2．「人口集中地区以外｣の欄は､国勢調査結果により設定された人口集中地区に該当し
ない地区の人口を記載すること。
3．「交通不便地域｣の欄は､過疎地域自立促進特別措置法に基づく過疎地域(過疎地域
とみなされる市町村､過疎とみなされる区域を含む｡）4離島振興法に基づく離島振興
対策実施地域､半島振興法に基づく半島握興対策実施地域､山村振興法に基づく振
興山村に該当する地域の人口及び実施要領(2.(1)⑫)に基づき地方運輸局長等が
指定する交通不便地域の人口の合計(重複する場合を除く)を記載すること。

4．「対象地区｣の欄には､当該市町村の一部が上記3.に掲げる法律(根拠法)に基づき
地域指定されている場合に､根拠法ごとに当該区域の旧市町村名等を記載すること。
また､地方運輸局長等が指定する交通不便地域が存在する場合には､該当する区域
名を記載すること。

5．『根拠法｣の欄は､交通不便地域を地方運輸局長等が指定した場合は､｢局長指定｣と
記載すること。

(2)添付書類
1．人口集中地区以外の地区及び交通不便地域の区分が分かる地図
（ただし､全域が交通不便地域となる場合には省略可)，

I
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■人口集中地区の区域図（出典:国勢胴査）

、

(ん~、

ど
＃

０

Ｆ

Ｊ
●
Ｋ ~

、

禰写
届

童 評
哩

錘
亀
”

L､
』』

▲
二
８
ヶ

‐

k
員■

■
■
邑
同

■
■
■
邑
同

H1｡

』』

Ｆ

・

エ

ー
説

我
【】

I

宮
Ｐ
。宮
Ｐ
。

霜
一
一

弓

『零 、
塔
、
塔』』』

I

難難
、！ f

･湾!；爺鶏
心 4

‘国字．

が
』』

ぽ1ⅣIユL■宝司

食､、 〃色〃色〃色

隣デ
・醒

瀞

ﾛ男■
●

翻剛藍
罰．今

陸、灰 a

【］

JR掩恥

ロロ0.･韓
W』

:…ロ雁： P

声．

綾畷
〆‐

篭 厩＝

I曇奉 琴蚕
Ｆ
』

■
■

．
ｇ
か底
毎宇『

》
魁

､が診，徒

螺鳥鋤‘ 毒】毒笥

』

霊:“
。

四

ローﾛ ＃

と ＝

&皇
甑

千'電鍵
＝＝

睡■函=r

rl8J写璽2日

食忌顛驚
随豆－－Z

遣
唾

鞄 ＝々
I

■

畠■
■

畠■

？〃階､諺幣､

_ノ／ 淫

一一笠…ロ
凸

旧市町界

都市計画区域界

市街化区域界
用途地域界

＝＝＝
ご
●
戸
我

乙
口
０
隼
■
２
０
◆
１
４
Ｊ
含
む
ロ
ロ
８
３
．●

’
，
賑
’
６
０
８
，
Ｊ
Ｉ
‐
、
、
．

『ーー＝ー1
0

ローーマーー』

e‐一一Q

1970年(S45)DID地区

2010年(H22)DID地区

-33-



◆たつの市地域公共交通網形成計画策定･デマンド交通導入等のスケジュール
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